






































































































章 信用と架空資本J) では次のように述べている。 I(彼ら〔銀行一一引用
者〕の利潤は，一般的に言えば，彼らが貸すときの利子よりも低い利子で借
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* ~資本論』第 3 部第 5 章(篇)の草稿からの引用は，大谷禎之介 rr信用と
架空資本J(~資本論』第 3 部第25章)の草稿にっし、て一第 3 部第 1 稿第 5 章か
ら一 J(上) (中) (下) ~経済志林J (法政大)51巻 2---4号， 1983年10月， 12 
月， 1984年 3月，他の同誌所載の大谷論文によっている。
**本稿では原文の強調はすべて下線で示している。
(本稿は， 1989 [平成元]年度の特定研究経費による研究成果の一部である。)
